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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 43,537 △5.3 1,250 △13.3 1,301 △12.1 738 △10.3
26年3月期第3四半期 45,991 △2.5 1,441 80.4 1,480 95.9 823 198.8

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 942百万円 （8.2％） 26年3月期第3四半期 871百万円 （188.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 9.17 ―
26年3月期第3四半期 10.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 50,213 19,979 39.6
26年3月期 58,638 19,591 33.4
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 19,873百万円 26年3月期 19,581百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 9.00 9.00

3. 平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,500 3.4 2,750 3.8 2,700 3.5 1,600 21.5 19.86



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく 
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提と 
しております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項は添付資料２ページをご覧ください。 
 また、今後、業績に重大な影響を及ぼす事象が確認された場合は速やかに開示いたします。 
（四半期決算補足説明資料の入手方法） 
 四半期決算補足説明資料は四半期決算短信に添付しています。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 80,600,000 株 26年3月期 80,600,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 18,975 株 26年3月期 16,912 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 80,582,150 株 26年3月期3Q 80,583,673 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融及び財政政策などの経済対策を背景に、企業収益や雇用

環境の改善傾向が続き、緩やかな回復基調にあるものの、急激な円安による原材料価格の高騰や消費税率引上げに

伴う駆け込み需要の反動による個人消費の停滞懸念など、先行きは不透明な状況で推移しました。

 当社グループを取り巻く事業環境につきましては、水処理関連事業に係る国内公共投資や、水処理関連事業及び

化学・食品機械関連事業に係る国内の民間設備投資は低水準で推移しましたが、廃棄物処理関連事業に係る国内公

共投資は老朽化施設の更新工事や改良工事などが見込まれ、回復してきております。また、原子力発電所事故に伴

う放射能除染・廃棄物処理関連需要が本格化していることに加え、平成24年７月１日に施行された再生可能エネル

ギーの固定価格買取制度に伴い、バイオマス発電を含む関連需要も顕在化しております。

 このような状況のもと、当社グループでは、平成32年度ビジョンで掲げた連結売上高1,200億円、連結経常利益

80億円の実現に向け、平成27年度を最終年度とする中期経営計画の基本方針、「①業界でのレベル向上」、「②海

外における成長機会の追求」、「③モノだけの価値から、サービスも含めた価値による事業形成への転換」、「④

新規メニュー、新規事業の創出」に沿って、諸施策を着実に実施しております。

 

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は、廃棄物処理関連事業や官需水処理分野での受注量

が増加したこともあり、前年同期に比べ7,440百万円増（14.6％増）の58,420百万円（内、海外1,561百万円、前年

同期比44.7％増）となり、受注残高は前年同期に比べ13,590百万円増（28.0％増）の62,117百万円（内、海外

2,051百万円、12.6％減）となりました。

 売上高は、大型廃棄物処理案件等の売上計上があった前年同期に比べ2,454百万円減（5.3％減）の43,537百万円

（内、海外1,504百万円、38.1％減）、営業利益は前年同期に比べ191百万円減の1,250百万円、経常利益は前年同

期に比べ179百万円減の1,301百万円となりました。また、四半期純利益は前年同期に比べ84百万円減の738百万円

となりました。

 報告セグメントごとの業績は次のとおりです。

 
（水処理関連事業）

 水処理関連事業につきましては、売上高は、既受注案件が順調に進捗した結果、前年同期に比べ432百万円増の

21,289百万円となりました。経常損益は、増収影響やコストダウン効果などにより、前年同期に比べ612百万円改

善したものの594百万円の損失となりました。

 
（廃棄物処理関連事業）

 廃棄物処理関連事業につきましては、売上高は、大型案件の売上計上があった前年同期に比べ3,582百万円減の

16,952百万円、経常利益は、前年同期に比べ1,227百万円減の1,175百万円となりました。

 

（化学・食品機械関連事業）

 化学・食品機械関連事業につきましては、グラスライニング製機器などの既受注案件が順調に進捗した結果、売

上高は前年同期に比べ696百万円増の5,299百万円、経常利益は、前年同期に比べ343百万円増の319百万円となりま

した。

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は50,213百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,425百万円減少しまし

た。流動資産は32,091百万円となり、前連結会計年度末に比べ9,887百万円減少しました。主な要因は、受取手形

及び売掛金の減少14,334百万円、短期貸付金の増加2,655百万円によるものです。固定資産は18,122百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ1,462百万円増加しました。

負債合計は30,234百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,813百万円減少しました。流動負債は24,624百万円

となり、前連結会計年度末に比べ8,821百万円減少しました。主な要因は、短期借入金の減少7,110百万円、未払費

用の減少1,012百万円となっております。固定負債は5,609百万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円増加し

ました。

 純資産合計は19,979百万円となり、前連結会計年度末に比べ387百万円増加しました。主な要因は、四半期純利

益738百万円の計上による増加、その他の包括利益累計額203百万円の増加、配当金725百万円の支払いによる減少

によるものです。この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、39.6％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期通期の連結業績予想は、平成26年９月24日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」

の業績予想から変更はありません。 

 なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい 

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下 

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ 

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付 

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期 

間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加 

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四 

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加 

減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が127百万円減少し、利益剰余金が81百万 

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 

それぞれ33百万円増加しております。

 

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることにな

ったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられ

た定めを除く。）を適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余

金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しており

ます。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定に

よる取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

 これに伴う四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 958 1,488 

受取手形及び売掛金 34,025 19,690 

商品及び製品 17 18 

仕掛品 1,656 3,132 

原材料及び貯蔵品 525 577 

繰延税金資産 2,924 2,554 

短期貸付金 752 3,408 

その他 1,206 1,293 

貸倒引当金 △89 △71 

流動資産合計 41,978 32,091 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,876 15,215 

減価償却累計額 △7,920 △8,266 

建物及び構築物（純額） 6,956 6,948 

機械装置及び運搬具 8,558 9,733 

減価償却累計額 △6,728 △7,354 

機械装置及び運搬具（純額） 1,830 2,378 

土地 3,710 3,703 

建設仮勘定 72 466 

その他 1,396 1,403 

減価償却累計額 △1,184 △1,205 

その他（純額） 212 197 

有形固定資産合計 12,782 13,695 

無形固定資産 451 447 

投資その他の資産    

投資有価証券 831 712 

繰延税金資産 953 1,568 

退職給付に係る資産 1,149 1,154 

その他 622 675 

貸倒引当金 △130 △131 

投資その他の資産合計 3,426 3,979 

固定資産合計 16,660 18,122 

資産合計 58,638 50,213 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,098 13,675 

短期借入金 8,513 1,403 

未払法人税等 675 812 

未払費用 2,070 1,058 

前受金 796 1,790 

製品保証引当金 4,561 4,117 

工事損失引当金 344 267 

その他 2,385 1,500 

流動負債合計 33,445 24,624 

固定負債    

長期借入金 124 31 

リース債務 573 519 

債務保証等損失引当金 48 61 

退職給付に係る負債 4,745 4,861 

その他 109 135 

固定負債合計 5,601 5,609 

負債合計 39,047 30,234 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,020 6,020 

資本剰余金 3,326 3,329 

利益剰余金 10,836 10,922 

自己株式 △4 △5 

株主資本合計 20,178 20,266 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 77 120 

繰延ヘッジ損益 0 28 

為替換算調整勘定 57 113 

退職給付に係る調整累計額 △732 △655 

その他の包括利益累計額合計 △596 △393 

少数株主持分 9 106 

純資産合計 19,591 19,979 

負債純資産合計 58,638 50,213 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 45,991 43,537 

売上原価 37,284 35,475 

売上総利益 8,706 8,061 

販売費及び一般管理費 7,265 6,810 

営業利益 1,441 1,250 

営業外収益    

受取利息 10 11 

受取配当金 8 12 

投資有価証券売却益 68 40 

貸倒引当金戻入額 24 17 

分析料収入 4 9 

その他 32 35 

営業外収益合計 148 128 

営業外費用    

支払利息 46 31 

その他 61 45 

営業外費用合計 108 76 

経常利益 1,480 1,301 

税金等調整前四半期純利益 1,480 1,301 

法人税、住民税及び事業税 215 931 

法人税等調整額 441 △368 

法人税等合計 657 562 

少数株主損益調整前四半期純利益 823 738 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 823 738 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 823 738 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5 43 

繰延ヘッジ損益 9 28 

為替換算調整勘定 32 55 

退職給付に係る調整額 － 77 

その他の包括利益合計 47 203 

四半期包括利益 871 942 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 870 942 

少数株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水処理 
関連事業 

廃棄物処理
関連事業 

化学・ 
食品機械 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 20,857 20,534 4,599 45,991 － 45,991 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 3 3 △3 － 

計 20,857 20,534 4,602 45,994 △3 45,991 

セグメント損益 △1,206 2,402 △24 1,172 308 1,480 

（注）１．セグメント損益の調整額308百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外収

益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへの

配賦差額を含む）及び研究開発費であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水処理 
関連事業 

廃棄物処理
関連事業 

化学・ 
食品機械 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 21,288 16,952 5,296 43,537 － 43,537 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

0 － 3 3 △3 － 

計 21,289 16,952 5,299 43,540 △3 43,537 

セグメント損益 △594 1,175 319 900 401 1,301 

（注）１．セグメント損益の調整額401百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外収

益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへの

配賦差額を含む）であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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[決算発表　補足資料] 平成27年1月30日

株式会社 神鋼環境ソリューション

当社グループにおける受注状況

① 短信記載の受注高 (単位：百万円)

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
平成26年度

第3四半期累計期間

受注高 64,869 78,841 73,525 71,855 58,420

受注残高 35,024 42,668 43,538 47,233 62,117

 ※長期運転維持管理業務の受託高は含まない。但し、同業務の単年度売上額を受注額として計上。

② 短信記載の受注高＋長期運転維持管理業務の受託高 (単位：百万円)

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
平成26年度

第3四半期累計期間

受注･受託高 85,097 86,593 93,558 80,115 48,914

受注･受託残高 76,711 92,108 113,010 124,965 130,343

兵庫西流域下水汚泥広域
処理場運転管理業務等包括
委託

芳賀地区広域行政事務組合
広域ごみ処理施設整備・
運営事業

甲府・峡東地域ごみ処理
施設事務組合
甲府・峡東地域ごみ処理
施設整備事業及び運営事業

岩出クリーンセンター
運転管理等業務委託
(和歌山県)

生駒市清掃センター
長期包括運営業務委託

加古川下流浄化センター
運転管理業務等包括委託

中津川市環境センター
ごみ処理施設長期包括運営
管理業務委託

仙南地域広域行政事務組合
（仮称）仙南クリーン
センター整備運営事業
（宮城県）

西秋川衛生組合ごみ処理
施設整備・運営事業

東部スラッジセンター
汚泥焼却設備の運転・維持
管理業務包括的委託
(神戸市)

さしま環境管理事務組合
さしまクリーンセンター
寺久
熱回収施設長期包括運営
業務委託（茨城県）

クリーンピア射水
長期包括運営業務
(富山県)

淡路・東浦浄化センター
淡路市汚水処理施設等維持
管理業務包括的民間委託

主要受託契約


